
2009年（平成 21 年）4月15日　

工
場
や
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ

る
、
窒
素
酸
化
物
や
揮
発
性
有
機

化
合
物
な
ど
が
、
太
陽
の
強
い
紫

外
線
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
光

化
学
反
応
を
起
こ
し
、「
光
化
学

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
る
オ

ゾ
ン
や
パ
ー
オ
キ
シ
ア
セ
チ
ル
ナ

イ
ト
レ
ー
ト
な
ど
の
酸
化
性
物
質

に
変
質
し
ま
す
。

気
象
条
件
に
よ
っ
て
は
、
こ
の

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
が
た
ま
っ

て
、
白
く
も
や
が
か
か
っ
た
よ
う

な
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
こ

の
状
態
を
「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

４
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
の
日

【
情
　
報
】
被
害
が
発
生
す
る
可

能
性
の
あ
る
「
注
意
報
」
以
上

に
な
る
前
の
予
防
的
発
令
で
、

工
場
で
の
対
策
が
行
わ
れ
ま
す

【
注
意
報
】
被
害
発
生
に
注
意
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す

【
警
　
報
】
被
害
発
生
に
特
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

【
特
別
情
報
】
注
意
報
に
な
る
前

に
被
害
が
発
生
し
た
と
き
に
発

令
さ
れ
ま
す

○
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
さ
け

ま
し
ょ
う

○
病
弱
な
人
、
乳
児
、
お
年
寄
り

の
人
は
外
に
出
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
粘
膜

を
刺
激
す
る
た
め
、「
目
が
チ
カ

チ
カ
す
る
」、「
の
ど
が
痛
い
」
な

ど
の
症
状
を
起
こ
す
ほ
か
、
頭
痛
、

は
き
け
、
息
苦
し
い
な
ど
の
症
状

が
出
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
目
や
の
ど
に
刺
激
や
痛
み
を
感

じ
た
人
は
、
洗
顔
や
う
が
い
を

し
、
症
状
の
ひ
ど
い
場
合
は
、

医
師
の
手
当
や
指
示
を
受
け
ま

し
ょ
う

○
被
害
を
受
け
た
人
は
、
最
寄
り

の
保
健
所
、
市
生
活
環
境
課
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い

山
口
県
大
気
環
境
監
視
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
注
意
報
な
ど
の
発
令
状
況
や
大

気
測
定
デ
ー
タ
の
速
報
値
を
提
供

し
て
い
ま
す

情
　
報

・
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報

な
ど
の
発
令
状
況

・
時
報
（
現
在
の
大
気
の
状
況
）

・
日
報
（
１
日
の
大
気
の
状
況
）

・
測
定
局
別
月
平
均
値

・
測
定
局
別
平
均
値
　
な
ど

発
令
情
報
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

（

０
８
３
｜
９
２
２
｜
１
８

２
２
）

問
合
せ
先

県
宇
部
環
境
保
健
所

（

０
８
３
６

３
２
０
０
）

市
生
活
環
境
課
（

０
８
３
７

１
０
９
０
）

４
月
24
日
か
ら
、
福
岡
・
小
倉

行
き
高
速
バ
ス
（
福
岡
・
周
南
ラ

イ
ナ
ー
）
が
美
祢
イ
ン
タ
ー
バ
ス

停
に
停
ま
り
ま
す
。
時
間
・
料
金

は
、
博
多
駅
約
２
時
間
10
分
・
片

道
２
、
４
０
０
円
、
小
倉
（
下
曽

根
駅
）
約
１
時
間
10
分
・
片
道
１
、

７
０
０
円
で
す
。（
要
予
約
）

ま
た
、
従
来
か
ら
運
行
し
て
い

る
山
口
駅
お
よ
び
下
関
駅
行
き
の

高
速
バ
ス
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

時
間
・
料
金
は
、
山
口
駅
38
分
・

片
道
１
、
０
６
０
円
、
下
関
駅
65

分
・
片
道
１
、
５
５
０
円
で
す
。

（
予
約
不
要
）

高
速
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
人
は

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
の
で

横
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
料
金
は
１
日
３
０
０
円
で
、

直
接
ひ
の
で
へ
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
美
祢
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

（http://w
w
w
.city.m

ine.lg.jp

）

へ
ア
ク
セ
ス
後
、「
交
通
・
運
輸

の
ア
イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
地
域
情
報
課

（

０
８
３
７

１
１
２
８
）

差
し
が
強
く
て
気
温
が
高
く
、
風

の
弱
い
日
に
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。



65
歳
以
上
で
要
支
援
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
を
対
象
に
、

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
４
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
心
身
の
老
化
の
サ
イ
ン
に
早
く
気
づ
く
こ
と

が
で
き
、
元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
り
ま

す
。

活
動
的
な
生
活
を
送
る
た
め
に

必
要
な
身
体
機
能
を
維
持
、
向
上

さ
せ
る
た
め
の
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
り
ま
す
。

■
運
動
器
の
機
能
向
上
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
こ
ろ
ば
な
い
身
体
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
）

立
ち
す
わ

り
や
歩
行
に
必
要
な
筋
力
を
つ

け
、
転
倒
予
防
の
た
め
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す

■
栄
養
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
お
い

し
く
食
べ
て
病
気
に
強
い
体
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
）

低
栄
養

予
防
の
た
め
に
、
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
内
容
に
つ
い
て
学
び

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
記
入

し
て
市
役
所
に
返
送
し
ま
す
。

↓

「
生
活
機
能
低
下
の
疑
い
あ
り
」

と
判
定
さ
れ
た
人
は
受
診
票
が

届
き
ま
す
。↓

受
診
票
を
持
参
の
上
、
集
団
健

診
か
個
別
健
診
と
あ
わ
せ
て
生

活
機
能
評
価
健
診
を
受
診
し
ま

す
。

↓

医
師
の
判
定
の
結
果
、「
介
護

予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
必
要

あ
り
」
と
認
め
ら
れ
た
人
で
、

申
し
込
み
を
し
た
人
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
利
用
で
ま
す
。

↓

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

個
別
の
相
談
に
応
じ
、
食
べ
る

こ
と
を
支
援
し
ま
す

■
口
腔
の
機
能
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
よ
く
か
み
、
し
っ
か
り
飲
み

込
み
病
気
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
）

し
っ
か
り
と
か
み
、
食
事
や
会

話
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
歯
磨

き
や
入
れ
歯
の
手
入
れ
の
方
法
、

口
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
で
、
飲

み
込
み
力
を
高
め
る
方
法
な
ど

を
学
ぶ
ま
す

員
と
話
し
合
い
な
が
ら
介
護
予

防
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

↓

介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
ま
す
。

2009年（平成 21 年）4月15日

上
下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

３
月
31
日
か
ら
新
た
に
下
水
道

を
使
用
で
き
る
地
区
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

○
大
嶺
町
重
安
・
羽
永
地
区
の
一

部
○
大
嶺
町
日
永
地
区
の
一
部

○
大
嶺
町
祖
父
ケ
瀬
地
区
の
一
部

○
伊
佐
町
下
村
上
・
下
地
区
の
一
部

下
水
道
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

台
所
や
風
呂
場
な
ど
か
ら
の
排
水

は
、
共
用
開
始
後
速
や
か
に
下
水

道
管
に
接
続
し
、
く
み
取
り
便
所

は
３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改

造
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

下
水
道
の
整
備
さ
れ
た
区
域
内

の
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
、
事
業
所
全

て
が
水
洗
化
、
排
水
設
備
な
ど
の

設
置
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、

清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
向
上

さ
せ
る
下
水
道
本
来
の
機
能
が
十

分
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
下
水
道
事
業
の
趣
旨
を
ご

公
共
下
水
道
は
、
自
然
環
境
や

皆
さ
ん
の
生
活
環
境
を
快
適
に
す

る
た
め
の
大
切
な
公
共
財
産
で
す
。

公
共
下
水
道
を
使
用
す
る
と
き

は
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

油
（
食
用
油
、
機
械
油
）
を
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
油
が
下

水
管
に
付
着
し
固
ま
り
、
詰
ま

る
原
因
と
な
り
ま
す

野
菜
く
ず
、
布
く
ず
、
ご
み
、

ビ
ニ
ー
ル
製
品
な
ど
を
流
し
込

ま
な
い
で
く
だ
さ
い

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
シ
ン
ナ
ー

な
ど
は
、
絶
対
に
下
水
管
に
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら

が
気
化
し
、
爆
発
の
危
険
が
あ

り
ま
す

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
な
ど
の
食
品

く
ず
処
理
機
は
、
絶
対
に
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い

汚
水
ま
す
な
ど
は
、
時
々
点
検

（
月
１
回
程
度
）
し
、
ふ
た
を

あ
け
て
掃
除
し
て
く
だ
さ
い

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
元
気

な
暮
ら
し
を
送
る
た
め
に
、
毎
年

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
自
分
の
身
体

を
確
認
し
、
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
高
齢
障
害
課

（

０
８
３
７

１
１
３
２
）

新
た
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
、

処
理
区
域
内
と
な
っ
た
土
地
に
つ

い
て
受
益
者
負
担
金
が
賦
課
さ
れ

ま
す
。

問
合
せ
先

市
上
下
水
道
課
管
理
業
務
係
　

（

０
８
３
７

０
７
９
５
）

理
解
い
た
だ
き
、
早
急
に
排
水
設

備
工
事
を
行
い
、
公
共
下
水
道
へ

の
接
続
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。


